
 １１月１９日～21日の３日間、新卒者を対象にシミュレーション研修を実施しました。今回の研修

では、多重課題・時間切迫の状況下の事例をもとに、看護実践の演習を行いました。演習では、研修

者がそれぞれ患者役、先輩看護師役となり、実際の看護場面を想定した演習をしました。演習後には、

グループメンバー間でディスカッションを行い、看護実践の振り返りや優先順位の考え方などを話し

合いました。グループメンバー間で話し合うことで、研修者は多くの学びを得ていました。 

 多重課題や時間切迫の場面で、研修者は日々悩みながら看護実践を行っていることがわかりました。

今回の研修を通して、研修者は自己の傾向に気づいたり、課題を明確にすることができていました。

今回の研修での学びを、ぜひ日々の実践に活かして欲しいと思います。 

【薬剤の準備
の場面】 
 安全な看護
ケアのため、
薬剤のダブル
チェックの重
要性を再認識
しました。 

 シミュレーション研修が今年最後の研修となりました。今回の研修では、新卒者がそれぞ
れの病棟で多くのことを学び、成長している姿を感じました。来年度の「私の看護」の研修
では、さらに成長したみなさんにお会いできることを、楽しみにしています。 
新人教育に関して、何かご意見やご要望などがありましたらお気軽にご連絡ください。               
                           看護職キャリア支援 教育担当  

【患者さんへの歩行介助の場面】 
支え方や声掛けなど、転倒予防の

方策を振り返りました。 

【痛みのある患
者さんへの対応
の場面】 
 症状のアセス
メントの重要性
と方法について
考えました。 

【先輩看護師への協力依頼の場面】 
報告・連絡・相談について、 

検討しました。 

演習後にグループワークを行うことで、日々の看護
ケアを振り返り、学びを深めることができました。 


